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第３回定例会では、24名の議員が質問を行いました。質問は、
インターネット上で録画をご覧いただけます。

で検索してください。YouTube  多摩市議会
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1.防犯カメラの設置状況と今後の
　取組みについて
2.多摩センターの活性化をめざして

渡辺しんじ（公明党）

問　不審者情報が絶えない中、市内に設置された防犯カメ
ラは更新時期をむかえている。市の認識を伺う。

答　耐用年数があり、経年劣化による故障が生じ更新が必
要だが、費用面の課題がある。

問　市内協力事業者を募り、車両に搭載されたドライブレ
コーダーを〝動く防犯カメラ″として活用する見守り活動
を提案する。見解を伺う。

答　合理的で素晴らしい着眼点。検討していきたい。
問　宿泊施設が少ない多摩市にとって、ホテルの閉館は大
きなダメージ。滞在型の観光客、来街者を誘致するため
の宿泊施設は重要。市の見解を伺う。

答　宿泊ニーズや宿泊事業者の進
出意向など、情報収集に努め、誘
致に取り組んでいく。

問　階段のエスカレーター設置や
点字ブロックの整備など、多摩
センター駅周辺のバリアフリー
化を進めてもらいたい。見解を
伺う。

答　だれもが安心して通行できる
よう、努力していく。 

1.タブレット一人一台時代における、
　学校の役割
2.主権者教育・民主主義を実践的に学ぶ

岩崎みなこ（ネット・社民の会）

問　主権者教育は政治的中立の担保が先生の負担になると
聞く。そうであれば、子どもたちにとって身近な校則・
行事などを、自ら考え判断し主体的に行動する題材にし
てはどうか。

答　身近な校則・行事などを題材にし、主権者教育の視点
を取り入れた授業を展開することは有効と考える。

問　国連のSDGsがめざす、誰一人取り残さない社会の視
点と多数決で物事を決めることの整合性を子どもたちに
どのように伝えているか。

答　少数意見をはじめとした多様な意見を尊重し、意見を
自由に述べられるようにすることが重要と考える。

問　子どもたちに「仲良くしましょう」「心を一つに」などい
うことが多い。しかし、私たちは多様性の尊重を掲げて
いる。同じ気持ち・意見にならな
いことも多い。この言葉に子ども
たちが追い詰められていないか気
になる。挨拶はしても遊ばなくて
もいいなど、具体的に伝える必要
性がある。ご見解を伺う。

答　自分なりの方法で実践すること
を伝えていく。

1.水害…バックウォーター現象への
　備えと避難時の公的支援を
2.統一協会…解散命令請求を求めるべき

小林憲一（日本共産党）

問　多摩川上流部に大雨が降った場合、支流の大栗川や乞
田川への逆流「バックウォーター現象」が起こりうる。こ
れに対する備えが必要ではないか。

答　バックウォーター現象は起こりうると認識している。
今後、構築される洪水予測の新システムも利用して、早期
の避難呼びかけに生かしていきたい。

問　自主防災組織などからの要望には「避難行動要支援者
及び要配慮者の避難支援対策」もある。公的な支援が必
要ではないか。

答　何度も要望いただいているが、この間、試験的に始めて
いる調布市に担当職員が視察に行っている。

問　統一協会への解散命令請求を早期に実施する世論を盛
り上げるためには、当事者ともいうべき市長が政府に積
極的に求めてほしい
が、いかがか。

答　政府による適切な
判断、対応を今後とも
求めていく。引き続
き、超党派の運動とし
て市民とともにがん
ばっていきたい。


